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第
二
十
二
回
例
会

「ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
を

楽
し
む
会
」
を
終
え
て

「ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
を
楽
し
む
会
」
が
七
月
四
日
、
札
幌
女
性
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
熊
倉
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
。
こ
の
料
理
会
は
、
毎
年
恒

例
と
な
り
会
員
の
方
々
に
、
好
評
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
二
十
七
名

（男

性

一
名
含
む
）

新
聞
広
告
で
の
、
参
加
者
は
三
名
で
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
野
菜
ス
ー
プ
、
リ
ヴ
ァ
ゴ
ト
ヴ
ァ
ナ

（ボ
イ
ル
鮭
の
山
わ
さ

び
添
え
）。
鮭
を
ボ
イ
ル
し
た
も
の
に
、
山
わ
さ
び
を
沢
山
の
せ
て
食
べ
る
料
理

は
、
塩
分
ひ
か
え
め
で
ダ
イ
エ
ッ

ト
中
の
人
に
も
喜
ば
れ
そ
う
な

一

品
で
し
た
。

会
員
で
は
な
い
方
は
、
食
事
の

時
に
ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
と
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
つ
き
、
い
ろ
い
ろ
と
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
こ
と
を
質
問
し
て
い
た

だ
く
大
変
い
い
機
会
で
し
た
。

同
時
に
、
ク
ラ
コ
フ
日
本
セ
ン

タ
ー
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
、

品
物
を
持

っ
て
き
て
下
さ
っ
た
会

員
も
い
て
料
理
を
作
り
な
が
ら
バ

ザ
ー
も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
完

売
と
な
り
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
参
加
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

POLE
北海道ポーランド文化協会会誌「ポーレ」

鮮5401号  1998.9.10

リヴァゴトヴァナ (ボイル鮭の山わさび添え)材料8名分

甘塩鮭″夕身 〔約■5ag, θ″れ
ローノエの茉       1タ
オー,レスノイ ス・塩 。こしょう 少々
じゃがいも  Iσ″

“

ス 2僣リ

いんゲ%   イθθg αス
"gリ

・作り方・

①大なべに水2′ を入れ、沸騰させる。

②オールスパイス、ローリエの葉を入れる。

③野菜スープで使った野菜の残りを入れる (セロリの

葉、 長ねぎの青い部分、王ねぎ少 )々

④香りがでてくるまで、さらに沸騰させる (約5分 )

ルわさび  ヨ
“

g
バター 大き伊
嘉    //ヽきじ1

酢   "コ ′
塩・砂糖 〃ヽさじ1/2/お 湯 少々

⑥弱火にして、鮭を入れ、沸騰させないよ
・
うにして、

5分ほどゆでる。

⑥皮をむき、適当な大きさに切った山わさびと、塩、砂糖、

'酢、お湯を一緒にミキサーにかける。

⑦お皿に鮭をとり、茄でたじゃがいもといんげんをつけ合

わせ、山わさびのソースを鮭につけていただく。
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ポ
ー
ラ
ン
ド
美
術
散
歩

（２
）

國

　

田

作

ル
ネ

サ

ン
ス
期

の
建
築

十
五
世
紀
イ
タ
リ
ア
か
ら
は
じ
ま

っ
た

ル
ネ
サ
ン
ス
の
波
は
や
が
そ
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
も
広
ま

っ
て
い
き
ま
す
。
ク
ラ
ク
フ
の

ヤ
ギ

ニ
オ
大
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
最
も

古
い
大
学
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
こ
こ
を
中

心
に
自
由
で
清
新
な
人
文
主
義
の
学
問

。

文
芸
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
美
術
の
面

で
も
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け

て
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

国
王
ジ
グ
ム
ン
ト

一
世
は
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
建
築
家
フ
ラ
ン

チ

ェ
ス
コ
を
招

い
て

ヴ
ァ
ヴ

ェ
ル
王
宮
の
改

築
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た

（
一
五
〇
七

―
三
五

年
）
。
重
厚
な
ゴ
チ
ッ

ク
様
式
の
王
宮
は
イ
タ

リ
ア

・
ル
ネ
サ
ン
ス
様

式
が
と
り
入
れ
ら
れ
、

中
庭
を
囲
む
重
々
し
い

壁
は
取
り
払
わ
れ
て
軽

快
な
ア
ー
チ
の
連
な
る

三
層
の
ロ
ッ
ジ
ア

（回

廊
）
に
変
わ
り
ま
し
た

（
図
１
）
。
ス
タ
イ
ル
は
た
ち
ま
ち
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
各
地
に
ひ
ろ
が

っ
て
大
貴
族
の

居
城
や
都
市
の
中
心
に
あ
る
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル

（
公
会
堂
）
建
築
の
手
本
と
な
り
ま
し

た
。
ヴ
ァ
ヴ

ェ
ル
宮
の
ジ
グ
ム
ン
ト
礼
拝

堂
は
イ
タ
リ
ア
の
バ
ル
ト
ロ
メ
オ

・
ベ
レ

ツ
チ
の
傑
作
と
い
わ
れ
、
特
徴
的
な
円
形

ド
ー
ム
や
内
部
装
飾
、
墓
室
の
デ
ザ
イ
ン

は
礼
拝
堂
の
模
範
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
グ
ム
ン
ト

一
世
は
妻
の
死
後
、
再
婚

の
相
手
に
ミ
ラ
ノ
公
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
家
の

ボ
ー
ナ
姫
を
迎
え

ま
し
た
。
新
し
い

王
妃
は
お
お
ぜ
い

の
廷
臣
を
従
え
て

ク

ラ
ク

フ
に
入

り
、
ヴ

ァ
ヴ

ェ
ル

王
宮
に
最
新
の
イ

タ
リ
ア
文
化
を
侍

え
ま
し
た
。
宮
廷

に
は
イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ド
ル
、
フ

ラ
ン
ス
か
ら
芸
術

家
が
招
か
れ
、
絵

画
、
彫
刻
、
工
芸

に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
ま

あ
、
一屋
わ
れ
外
国

人
と
い
う
わ
け
で

す
が
、
居
心
地
が

よ
か

っ
た
と
み
え

て
何
十
年
も
住
み

つ
い
た
芸
術
家
も

た

く

さ

ん

い
ま

す
。都
市
の
富
裕
な

商
人
た
ち
も
住
居

を
ル
ネ
サ
ン
ス
風

に
改

装

し

ま

し

た
。
門
に
は
半
円

ア
ー
チ
の
開
口
部

を
つ
く
り
、
正
面
の
壁
に
は
幾
何
学
模
様

の
装
飾
、
中
庭
に
は
ア
ー
チ
を
連
ね
た
回

廊
を
設
け
る
な
ど
、
大
貴
族
に
負
け
な
い

ル
ネ
サ
ン
ス
趣
味
を
誇

っ
た
の
で
し
た
。

ク
ラ
ク
フ
の
旧
市
内
カ
ノ
ニ
チ
ャ
通
り

（図
２
）
に
は
い
ま
で
も
そ
の
住
居
が
修

復
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
修
復
の
途
中
で

ル
ネ
サ
ン
ス
当
時
の
壁
画
や
天
丼
装
飾
が

見
つ
か
り
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
ワ
ル

シ
ャ
ヮ
の
日
市
内

マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
に
も

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
商
人
の
住
居
が
音
の

ま
ま
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ク
フ
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
の
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル

（織

物
会
館
）
は
い
ま
は
お
み
や
げ
シ
ョ
プ
に

な

っ
て
い
ま
す
が
、
外
側
の
壁
の
上
部
に

ほ
ど

こ
さ
れ
た

曲
一線
め
装
飾

手

す
り
は
ル
ネ
サ

ン
ス

・
デ
ザ
イ

ン
を
そ
の
ま
ま

残

し

て

い

ま

す
。ザ

モ
シ
チ
の

タ
ウ

ン
ホ
ー
ル

や
サ

ン
ド
ミ

エ

シ
の
大
貴
族

の

居
城
な
ど
、
ル

ネ
サ

ン
ス
の
面

影
を
伝
え
る
建

築
を
訪
ね
て
み

る
の
は
楽
し

い

旅
で
す
。
ク
ラ
ク
フ
郊
外
の
ニ
エ
ポ
オ
ミ

ツ
エ
の
森
は
ジ
グ
ム
ン
ト

・
ア
ウ
グ
ス
ト

王
の
狩
猟
地
だ

っ
た
と
こ
ろ
で
ル
ネ
サ
ン

ス
様
式
の
別
荘
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

森

の
中
に
は
い
ま

で
は
数
少
な

い
ョ
ー

ロ
ッ
パ

・
バ
イ
ソ
ン
の
飼
育
場
が
あ

っ
て

バ
イ
ソ
ン
好
き
の
私
に
は
う
れ
し
い
旅
で

し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ル
ネ
サ
ン
ス
は
文
芸

。

美
術
の
花
を
咲
か
せ
、
自
然
科
学
で
は
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
の
よ
う
な
偉
大
な
学
者
を
生

ん
だ
よ
う
に
、
ま
さ
に
黄
金
の
世
紀
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（続
く
）

（北
海
学
園
大
教
授
）

クラクフ.ヴァヴェル王宮  (図 2)

クラクフ.カ ノニチャ通り ′(図 2)
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祠
疑
螂
吻
之
之
彰
”

浦

洋

ル
ー

マ
ニ
ア
と

シ

ョ
バ

ン

さ
て
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
バ
ル
カ
ン

政
策
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
も
関
わ
り
ま
し

た
。
「
ラ
ン
ベ
ー
ル
館
の
バ
ル
カ
ン
政
策
」

の
著
者
ス
コ
プ

ロ
ネ
ク
に
よ
れ
ば
、
当
時

の
バ
ル
カ
ン
半
島
の
人
口
は
千
三
百
～
千

四
百
万
人
ほ
ど
で
、
最
多
数
を
占
め
る
ス

ラ
ブ
人
が
五
百
五
十
万
人
、
次
に
多
い
の

が
ル
ー
マ
ニ
ア
人
で
三
百
万
人
だ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
チ
ャ
ル
ト

リ
ス
キ
が
計
画
通
り
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の

ス
ラ
ブ
人
を
自
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ル

ー
マ
ニ
ア
人
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
方
も

ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
や
ト
ル
コ
の
支
配
に
反

対
し
て
戦

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
同
じ
よ

う
な
境
遇
に
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
共
感

し
、　
一
八
三
〇
年
代
か
ら
共
同
運
動
を
模

索
し
て
い
ま
し
た
。
パ
リ
の
チ
ャ
ル
ト
リ

ス
キ
と
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
代
表
が
正
式
に

協
力
関
係
を
結
ん
だ
の
は
、　
一
八
三
七
年

で
す
。
こ
う
い
う
経
緯
か
ら
す
る
と
、
シ
ョ
パ

ン
が

一
八
四

一
年
、
最
高
傑
作
の

「
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
」
を
ル
ー
マ
ニ
ア
の
王
女
カ
ト

リ
ー
ヌ

・
ド

・
ス
ッ
ゾ
に
献
呈
し
た
こ
と

に
も
関
係
が
あ
り
そ
う
に
見
え
ま
す
。
背

後
に
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
意
向
が
推
測
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
実
際
、
ス
コ
プ
ロ
ネ
ク

は
別
の
著
書

「
バ
ル
カ
ン
諸
民
族
の
同
盟

者
」
で
、
シ
ョ
パ
ン
が
カ
ト
リ
ー
ヌ
に
ピ

ア
ノ
を
教
え
、
作
品
を
献
呈
し
た
こ

。
と
を

重
視
し
、

「
シ
ョ
パ

ン
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
関
係
の
緊
密
化
に
貢
献

し
た
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

い
か
に
も
歴
史
家
ら
し
い
見
方
で
す
。

し
か
し
、
私
は
必
ず
し
も
、
ス
コ
プ

ロ

ネ
ク
の
政
治
的
な
見
方
に
賛
成
で
き
ま
せ

ん
。
と
い
う
の
は
、
シ
ョ
パ
ン
が
カ
ト

リ
ー
ヌ
に
献
呈
し
た
の
に
は
、
個
人
的
な

理
由
が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

カ
ト
リ
ー
ヌ
は
、
オ
ブ
レ
ス
コ
フ
と
い
う

ロ
シ
ア
の
公
爵
の
娘
で
、
母
親
の
オ
ブ
レ

ス
コ
フ
夫
人
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
母
親
ユ
ス

テ
ィ
ー
ナ
と
親
し
く
し
て
い
ま
し
た
。
夫

人
は
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
を
し
ば
し
ば
往

復
し
、
そ
の
つ
い
で
に
、
シ
ョ
パ
ン
と
ユ

ス
テ
ィ
ー
ナ
の
互
い
の
伝
言
の
仲
介
者
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
シ
ョ
パ
ン
は
大

き
な
感
謝
を
込
め
て
、
娘
の
カ
ト
リ
ー
ヌ

に

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
を
献
呈
し
た
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
も
オ
ブ
レ
ス
コ

フ
夫
人
は
シ
ョ
パ
ン
に
尽
く
し
、
晩
年
の

困
窮
し
た
シ
ョ
パ
ン
の
家
賃
の
半
分
を
彼

女
が
払
い
ま
し
た
。

（残
り
半
分
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
弟
子
、
ジ

ェ
ー
ン

・

ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
払
い
ま
し
た
）
。

さ
て
、
話
を
ル
ー
マ
ニ
ア
に
戻
し
ま

し
ょ
う
。
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
と
結
ん
だ

ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
代
表
は
、　
一
八
二
九
年

に
ワ
ラ
キ
ア
に
帰
国
し
ま
し
た
が
、
逮

捕

・
投
獄
さ
れ
た
た
め
、
結
局
、
計
画
は

頓
挫
し
ま
し
た
。
同
じ
年
、
先
に
述
べ
た

ト
ル
コ
・
エ
ジ
プ
ト
戦
争
が
起
こ
っ
た
の

で
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
当
面
の
目
的

は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ス
ラ
ブ
人
が
弾
圧

さ
れ
な
い
よ
う
、
民
族
の
自
由
を
守
る
こ

と
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
治
の

精
神
を
謳
う

「
五
月
二
日
憲
法
」
の
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
五

月
三
日
憲
法
」
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、

「自
由

・
安
全

・
繁
栄
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
憲
法
だ

っ
た
の
で
、

民
族
弾
圧
に
反
対
す
る
拠
り
所
と
な

っ
た

の
で
す
。

（
も

っ
と
最
近
で
は
、

「
連

帯
」
主
導
の

「
五
月
二
日
憲
法
」
は
運
動

は
、
社
会
主
義
支
配
に
反
対
す
る
運
動
で

し
た
）
。

前回に引き続き、日常会話・基礎文法

の入門・初級コースの復習を行い、さ

らに発展させます。 その他文化や情報
などポーランドを知る内容です。しば

らく中断されていた方々も、楽しいリ

フレッシュのためにおいで下さい。

【日時】10月 7日から、毎週水曜日午後6時 ～8時

11月 25日 まで (全 8回 )

【場所】北海道クリスチャンセンター

札幌市北区北7西 6(電話736-3388)

【講師】熊倉ハリーナ先生・高岡美保先生

【会費と申し込み】
12,000円 (10回分)初国会場にて申し受け

【お問い合わせ】

富山まで (電話 551‐ 7698)

ポーランド語講習会のお知らせ
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「
五
月
二
日
憲
法
」

運
動

の
高
ま
り

一
八
四
〇
年
か
ら
四

一
年
に
か
け
て

が
、
パ
リ
に
お
け
る

「
五
月
二
日
憲
法
」

運
動
の
最
盛
期
で
し
た
。
チ
ャ
ル
ト
リ
ス

キ
は
、
パ
リ
の
反
体
制
雑
誌

「
両
世
界
評

論
」
に
意
見
‐広
告
を
載
せ
、
バ
ル
カ
ン
半

島
の
ス
テ
ブ
人
を
守
．る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス

政‐
府
が
政
治
的
‐に
参
加
す
る

（
絡
百
年
後

に
サ
ル
ト
ル
が
流
行
ら
せ
た

「
ア
ン
ガ
ー

ジ
ュ
」
と
い
う
一言
葉
が
使
わ‐
れ
て
い
る
）

よ
う
訴
え
ま
し
た
。

同
時
に
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
は
、
ス
ラ
ブ

民
族
の
独
自
性
を
主
張
す
る
に
は
、
ス
ラ

プ
の
文
学
や
文
化
を
宣
伝
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
パ
リ‐
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド

・

フ
ラ
ン
ス

（市
民
公
開
講
座
の
方
式
で
講

義
を
行
う
大
学
）
の
教
授‐
に
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
詩
人
、
ア
ダ
ム

・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ

を
就
任
さ
せ
る
べ
ぐ
働
き
か
け
ま
し
た
。

計
画
は
成
功
し
、
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
は

一

八
四
〇
年
十
二
月
か
ら
四
年
間
、

「
ス
ラ

ブ
文
学
史
」
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
講

義
は
十
二
月
に
始
ま
っ
て
、
翌
年
の
五
、

六
月
に
終
わ
る
シ
リ
ー
ズ
で
、
こ
れ
が
四

回
行
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
講
義
は
、

「
五
月

二
日
憲
法
」
運
動
と
同
時
に
進
め
ら
れ
、

一
八
四
〇
年
か
ら
発
行
さ
れ
た

「
五
月
二

日
」
と
い
う
機
関
誌
に
講
義
の
抄
録
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
お
わ
か
り
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ガ

シ
ン
ス
キ
に
宛
て
た
シ
ョ
パ
ン
の

一
八
四

〇
年
五
月
二
日
の
手
紙
は
、
こ
の
よ
う
な

「
五
月
二
日
憲
法
」
運
動
の
高
ま
り
の
中

で
書
か
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
で
②
の
疑
間

が
解
け
ま
し
た
。

ガ
シ
ン
ス
キ
ヘ
の
手
紙
の
中
で
、
ミ
ツ

キ

ェ
ヴ
ィ
チ
の
作
品

「
コ
ン
ラ
ー
ト

◆

ヴ
ァ
ー
レ
ン
ロ
ッ
ト
」
の
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
の
も
、
こ
の
時
期
の
亡
命
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
の
雰
囲
気
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
パ
リ
で
有
名
だ

っ
た
ら
し

く
、
リ
ス
ト
が

一
八
四

一
年
の
シ
ョ
パ
ン

の
コ
ン
サ
ー
ト
評
を
書
い
た
と
き
に
、
引

き
合
い
に
出
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
ま

た
、
二
十
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
は
、
こ
の

「
コ
ン
ラ
ー
ト

・
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ロ
ッ
ト
」

が
シ
ョ
パ
ン
の
バ
ラ
ー
ド
第
１
番
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
と
い
う
俗
説

が
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
コ
ル
ト
ー
や
シ
ョ
パ

ン
研
究
者
の
ブ
ー
ル
ニ
ケ
ル
ら
に
よ
っ
て

流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
説
に
は
根
拠
が
な

い
こ
と
は
、
既
に

「ポ
ー
レ
」
第
３
１
号

（
一
九
九
五
年
発
行
）
で
書
き
ま
し
た
の

で
繰
り
返
し
ま
せ
ん
が
、
見
方
を
変
え
る

と
、
コ
ル
ト
ー
ら
フ
ラ
ン
ス
人
が
今
だ
に

ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
を
意
識
し
て
い
る
の

は
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
文
化
宣
伝
戦
略

が
成
功
し
た
証
拠
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
バ
ラ
ー
ド
が
シ
ョ

パ
ン
の
バ
ラ
ー
ド
に
影
響
を
与
え
た
と
い

う
説
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
は
な
く
フ
ラ

ン
ス
人
が
強
調
す
る
の
は
、
少
し
滑
稽
で

さ
え
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
人

が
、
シ

ョ
パ
ン
だ
け
で
な
く
ミ
ツ
キ

ェ

ヴ
ィ
チ
の
名
前
も
記
憶
し
た
の
は
、
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
今
も
ラ
ン
ベ
ー
ル
館

（
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
所
有
で
、
非
公
開
）

の
近
く
に
は
、
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
記
念
館

（傑
作

「
バ
ン
・
タ
デ
ウ
シ
」
の
自
筆
原

稿
が
あ
る
）
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
図
書
館
が
あ

り
ま
す
。

一●
ア

そ
の
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
の
講
義
は
、

「
ス
ラ
ブ
文
学
史
」
と
銘
打

っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
実
質
的
に
は
政
治
演
説
で
し

た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
支
配
す
る
ロ
シ
ア
の

野
蛮
さ
を
告
発
す
る
内
容
だ

っ
た
の
で

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ

ト
リ
ッ
ク
と
ロ
シ
ア
正
教
と
の
宗
教
的
対

立
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
後
に
知

っ
た

ロ
シ
ア
の
思
想
家
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、　
で
ヽ

ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
の
講
義
は
、
プ
ー
シ
キ
ン

（
ロ
シ
ア
の
詩
人
）
と
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ

の
間
の
意
見
の
違
い
を
示
し
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
と
ロ
シ
ア
人
が
互
い
に
理
解
し
合

う
時
期
は
ま
だ
き
て
い
な
か

っ
た
の
だ
」

（
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
革
命
思
想
の
発
展

に
つ
い
て
」
）
と
、
淋
し
そ
う
に
書
い
て

い
ま
す
。

一
方
、
シ
ョ
パ
ン
と
サ
ン
ド
は
講
義
の

熱
心
な
受
講
者
で
、
四
年
と
も
通
い
ま
し

た
。
二
人
が
十
二
月
か
ら
五
月
の
間
は
ノ

ア
ン
に
行
か
ず
、
パ
リ
に
い
た
の
は
、
ミ

ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
講
義
を
聴
く
と
い
う
目

的
も
あ

っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
や
が
て

一

八
四
五
年
三
月
に
な

っ
て
、
シ
ョ
パ
ン
は

詩
人
の
ス
テ
フ
ァ
ン

・
ヴ
ィ
ト
フ
ィ
ツ
キ

宛
て
の
手
紙
で

「
も
う
今
年
は
、
ミ
ツ

キ

ェ
ヴ
ィ
チ
は
講
義
を
し
ま
せ
ん
」
と
知

ら
せ
て
い
ま
す
。

民
族
的
オ
ペ
ラ

ヘ
の
期
待

実
は
、
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
が
コ
レ
ー

ジ
ュ
・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
教
授
に
就
任
す
る

過
程
で
は
、
サ
ン
ド
も
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
就
任
す
る
前
年
の

一
八
二
九
年
十

二
月
、
サ
ン
ド
は
、
ゲ
ー
テ
と
バ
イ
ロ
ン

と
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
を
並

べ
て
論
じ
る

エ
ッ
セ
ー
を
、

「
両
世
界
評
論
」
誌
に
書

き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
ゲ
ー
テ
と
い
え
ば

最
高
の
文
学
者
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
イ
ロ

ン
と
い
え
ば

ロ
マ
ン
派
詩
人
の
崇
拝
の
的

で
し
た
。
彼
ら
と
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
を
並

ドラクロワが描いたミツキェヴイチ
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べ
て
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ミ
ツ

キ
ェ
ヴ
ィ
チ
が
第

一
級
の
詩
人
で
あ
る
と

知
ら
し
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
サ
ン
ド
の
行
動
は
チ
ャ
ル
ト

リ
ス
キ
の
文
化
戦
略
を
支
援
す
る
も
の
に

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
バ
イ

ロ
ン
以
外
は
本
だ
と
思
わ
な

か

っ
た
」
と
公
言
す
る
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ

で
す
か
ら
、
サ
ン
ド
の
評
価
を
嬉
し
く

思

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
後
々
ま
で
、
ミ

ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
が
サ
ン
ド
の
肩
を
持

っ
た

の
は
、
こ
ん
な
経
緯
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
が
、

「
シ
ョ
パ
ン
は
サ

ン
ド
の
足
手
ま
と
い
に
な
る
」
と
言

っ
て

二
人
の
結
婚
に
反
対
し
た
の
は
、
シ
ョ
パ

ン
を
嫌

っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
文
学

者

。
政
治
活
動
家
の
サ
ン
ド
を
尊
敬
し
て

い
た
か
ら
で
す
。

ロ
シ
ア
の
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
や
ト
ル
ス
ト
イ
が
サ
ン
ド
を
激
賞

し
た
の
も
、
き

っ
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
か

ら
で
し
ょ
う
。

そ
の
頃
、
サ
ン
ド
は
、
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ

チ
の
作
品

「
父
祖
の
祭
り
」
の
フ
ラ
ン
ス

語
訳
も
進
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
に

は
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
の
演
劇
観
が
最
も
よ

く
現
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
お
そ
ら
く
、

サ
ン
ド
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
に
は
、
オ
ペ
ラ

化
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ペ
ラ
を
作
る
よ
う

期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
シ
ョ
パ
ン
で
す
。

そ
れ
ま

で
に
も
、

シ

ョ
パ

ン
に
は
、

「ポ
ー
ラ
ン
ド
の
民
族
的
オ
ペ
ラ
を
作

っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
と
く
に
、
シ
ョ
パ
ン
の
師
で
あ

る
ユ
ゼ
フ
。
エ
ル
ス
ナ
ー
は
、
熱
心
で
、

「
い
つ
か
、
君
の
民
族
的
オ
ペ
ラ
が
見
た

い
も
の
だ
」
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
手
紙

に
再
三
書
い
て
い
ま
し
た
。
チ
ャ
ル
ト
リ

ス
キ
の
文
化
戦
略
か
ら
し
で
も
、
ミ
ツ

キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
作
品
に
よ
る
シ
ョ
パ
ン
の

オ
ペ
ラ
が
で
き
る
こ
と
は
、
願
っ
て
も
な

い
こ
と
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。
パ
リ
の
上
流

階
級
の
人
々
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
存
在
を
訴

え
る
に
は
オ
ペ
ラ
は
う

っ
て
つ
け
だ
か
ら

で
す
。
す
で
に
現
代
の
私
た
ち
は
、
民
族
的
オ

ペ
ラ
を
い
く
つ
か
知

っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ロ
シ
ア
の
詩
人
プ
ー
シ
キ
ン
の

「ボ

リ
ス
・
ゴ
ド
ノ
フ
」
を
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

が
オ
ペ
ラ
に
し
た
の
は
有
名
で
す
。
か
つ

て
、
ソ
連
時
代
の
映
画
監
督
ア
ン
ド
レ

イ

・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
亡
命
し
た
イ

タ
リ
ア
で

「ポ
リ
ス
・
ゴ
ド
ノ
フ
」
を
演

出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

（指
揮
は
、
ク

ラ
ウ
デ
ィ
オ

・
ア
バ
ド
で
し
た
）
。
で

は
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
で
、
プ
ー
シ
キ
ン
と
ム

ソ
ル
グ
ス
キ
ー
に
当
た
る
の
は
誰
か
と
言

え
ば
、
も
ち
ろ
ん
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
と

シ
ョ
パ
ン
で
し
ょ
う
。
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ

の

「
父
祖
の
祭
り
」
は
民
族
の
歴
史
劇
で

あ
り
、
そ
の
点
で

「
ポ
リ
ス

・
ゴ
ド
ノ

フ
」
と
も
似
て
い
ま
す

（
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ

チ
は
、
三
年
目
の
講
義
で

「ポ
リ
ス

・
ゴ

ド
ノ
フ
」
に
つ
い
て
も
論
じ
ま
し
た
）
。

実
際
、

「
父
祖
の
祭
り
」
の
芝
居
は
、
二

十
世
紀
に
な

っ
て
か
ら
、
カ
ジ
ミ
ェ
シ

・

デ
ィ
メ
ク

（
こ
の
人
は
、
今
年
の
ミ
ツ

キ

ェ
ヴ
ィ
チ

・
イ
ヤ
ー
の
参
画
者
の

一

人
）
の
演
出
に
よ

っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

政
治
運
動
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　
一
九
六
八
年

一
～
三
月
の
学
生
運
動

で
す
が
、
ロ
シ
ア
ヘ
の
反
抗
の
感
情
を
煽

る
劇
だ
と
し
て
、
弾
圧
さ
れ
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
シ
ョ
パ
ン
が
オ
ペ
ラ
化
し
て
い

た
な
ら
ば
、
十
九
世
紀
に
も
使
え
た
可
能

性
が
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
シ
ョ
パ
ン
は
オ
ペ
ラ
を
作
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
ン
ド
が

「
父
祖
の
祭

り
」
を
訳
し
て
い
た

一
八
二
九
年
は
、
私

の
考
え
で
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
の
後
期

が
始
ま
る
年
で
す
。　
一
八
二
九
年
作
の
ソ

ナ
タ
第
２
番
、　
一
八
四
〇
年
作
の
ポ

ロ

ネ
ー
ズ
第
５
番
嬰

へ
短
調
、　
一
九
四

一
年

作
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
、
各
年
の
代
表
作

を
書
け
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
の

シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
は
深
刻

・
深
遠

・
思
索

的
で
、
最
も
抽
象
的
な
楽
想
に
達
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
聴
衆
を
陶
酔
さ
せ
る

オ
ペ
ラ
と
は
正
反
対
の
世
界
で
す
。
オ
ペ

ラ
が
必
要
と
す
る
外
見
的
な
効
果
と
は
対

極
の
世
界
に
、
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
が
た
ど

り
つ
い
て
い
た
わ
け
で
す
。

確
か
に
シ
ョ
パ
ン
が
オ
ペ
ラ
を
作
ら
な

か

っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
そ
の
か
わ

り
、
後
期
の
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
は
、
現
代

音
楽
の
作
曲
家
が
望
み
な
が
ら
達
し
得
な

か

っ
た
世
界
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
あ
の

深
い
沈
黙
の
世
界
で
す
。
後
期
シ
ョ
パ
ン

の
美
し
い
音
楽
の
背
後
に
は
、
深
い
沈
黙

が
満
ち
て
い
ま
す
。
ウ

ェ
ベ
ル
ン
が
求

め
、
武
満
徹
が
理
想
と
し
、
ノ
ー
ノ
が
１

２
級
に
分
け
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
深
い

沈
黙
は
、
既
に
シ
ョ
パ
ン
の
調
性
音
楽
の

中
で
実
現
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
私
の

考
え
で
す
。
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

教
会
の
地
下
で
、

マ
ジ
ョ
ル
カ
島
の
修
道

院
で
、
夜
の
ノ
ア
ン
の
間
の
中
で
、
折
に

ふ
れ
シ
ョ
パ
ン
が

「
聴
い
た
」
沈
黙
が
、

後
期
の
作
品
に
は
み
ち
て
い
ま
す
。
私
に

は
、
オ
ペ
ラ
よ
り
も
、
そ
ん
な
作
品
が

シ
ョ
パ
ン
的
だ
と
思
え
ま
す
。
（
つ
づ
く
）

サンドの息子モーリスと娘ソランジュ
(力つての夫デュドゥヴァンと

…

′
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第33回例会のご案内

ビデオによる映画鑑賞会

t鴻 1年カンヌ国際映画祭

主演女優賞受賞 (イ レーヌ。ジャコプ)国際批評家協会賞受賞

91年全米批評家協会賞/外国語映画賞受賞

91年 LA批評家協会賞/音楽賞受賞

【日時】 9月 27日 (日 )

午後 1時 ～ 4時

【場所】 札幌市女性センターLL研修室
中央区大通り西 19丁目 地下鉄東西線西 18丁 目駅下車
(電話)621-5177

【上映映画】 応、たりのベロニカ
【お話】 本間富雄さん

珠西を観賞後、ポーラン融 ″′ごついてお.-7を していただきま九

今回も日本センターヘの寄附のためのバザーを開きます。  '
たくさんの方の参加をお待ちしています。

一
人
二
役
を
演
じ
た
イ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
コ
プ
が

カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
主
演
女
優
賞
を
受
賞
し
た

こ
の
作
品
は
、

「愛
に
関
す
る
短
い
フ
ィ
ル
ム
」
で

注
目
さ
れ
る
鬼
才
キ

ェ
シ
ロ
フ
ス
キ
が
監
督
し
た
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総
会
と
例
会
の
お
知
ら
せ

十
月
十
七
日
は
シ

ョ
パ
ン
の
命
日
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
三
浦
洋
さ
ん
の
お
話
と
音
楽

「
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
」
の

第
二
回
目

（
最
終
回
）
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
お
さ
そ

い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
同
じ
ホ
テ
ル
で
引
き
続
き
、
総
会
と
懇
親
会
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
追

っ
て
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
総
会

・
懇
親
会
の
出
欠
の
お
問
い
合
わ
せ
も
行
い

ま
す
。例

会【
日
時
】

【
場
所
】

【
講
師
】

【
お
話
】

総
会【日
時
】

【
場
所
】

十
月
十
七
日

（土
）

午
後
三
時
三
十
分
よ
り

す
み
れ
ホ
テ
ル
　
４
Ｆ
コ
ス
モ
ス

中
央
区
北

一
条
西
二
丁
目

（電
話
）
２
６
１
１
５
１
５
１

三
浦
　
洋
さ
ん

「
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
」

（最
終
回
）

十
月
十
七
日

（土
）

夜
六
時
よ
り
。
引
き
続
い
て
懇
親
会

す
み
れ
ホ
テ
ル
　
４
Ｆ
す
ず
ら
ん

（住
所

・
電
話
番
号
は
右
と
同
じ
）

クラコフ日本センターヘの寄附について

ポーレ39号でお知 らせ しましたように、
日本センターヘの寄附のためのバザーを下記

のように実施 しましたのでご報告いた しま

す。

第 1回 6月 6日 市民会館
収益       53,200円
その他の寄附  13,080円

合計      66,280円

第 2回 7月 4日 料理教室
収益       19,300円
その他の寄附  10,000円

合計      29,300円

寄附協力者

安藤むつみ。石倉京子・小笠原正明
。河合楽器・

キュロン :クルーン・國田祐作・熊倉ハリーナ・

米光幸子・小林暁子・斎田道子・佐々木保子・佐

藤恭子・富山信夫・灰谷慶三・松井真知子
。宮浦

まゆみ・安田誠子・吉田邦子・渡辺卓・渡辺洋

子・ポーランド旅行の懇親会参加者

第 1回の収益金は 6月 18日 マリア,。 ポミャ

ノフスカさん (ポーランド大使夫人)の コン

サー ト後のレセプションの席で、谷本一之会

長からポーランド大使に直接寄託されまし

た。
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クラコフの日本センターと交流をしましょう !

センター長からの手紙

ｒ

ｗ

Ｗ

Ｏ

」̈　　一‐９９８
¨̈　　卍

駅
Ｍ
　
　
　
Ｗ
，

い
帆　　　　ｒａｃ。

Ш

‐Ｏ

　

　

Ｃ

●
器鰤
ａｍ

親愛なる國田様 :

1998年 3月 28日 付けの手紙と年賀状をいただき,とてもうれしく思いました。本当にあ

りがとうございました。ご返事が遅れて申し訳ありません。しばらく入院しておりまして仕

事から離れておりましたが,今はもうセンターに戻っています。
1987年 に札幌で設立された 北海道ポーランド文化協会についてのお知らせをいただける

ことは,私にとってたいへん嬉しいことです。おめでとうございます !何千キロも離れたと

ころで,人々がポーランドとポーランド文化についての知識を高めることに意義を感じてお

られるということは,素晴らしいことだと思います。どうか私の心からの感謝をお受け下さ
い。

「まんが」センター (ク ラコフ日本美術工芸センター)および貴協会の両方の行事につい

ての情報を,互いに交換できれば素晴らしいと思います。これより,あ なたを私どものメー

リングリストに加えさせていただきます。

明日,私たちは日本の芸術家 Kiyokttu Matsumiyaの 展示会をオープンすることになってい

ます。また 7月 3日 には Takuya Tsykaharaの写真展を開催することになっています。ごく近

い将来,日 本の民族舞踊の公演に加えて,二つのピアノ演奏会,生け花とお茶のショー,琴
の演奏会を計画しています。去る 5月 には,京都の伝統工芸の展示会を催しましたし,(完
成の第一段階に達した)「まんが」センターの日本庭園のオープニングセレモニーを行いま

した。日本庭園の公開も展示会も,ク ラコフで開催された第 6回世界の歴史的都市会議に合

わせて,京都の市長が臨席して行われたものです。

親愛なる國田様,も う一度あなたに対しましてお礼を申し上げますとともに, 日本の皆様

にポーランド文化に親しんでもらうため,あなたと北海道ポーランド文化協会が実りある活

動を展開されますことをご期待申し上げます。

「まんが」センター

センター長 カタルチーナ・プリコビツ

「ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

佐
々
木
保
子

。
安
田
誠
子

〔連
絡
先
〕
６
２
１

‐
１
７
８
３

（斎
田
）
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